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令和　　年　　月　　日

（令和６年度共同募金運動による）
令和７年度事業に対す共同募金助成要望書
平群町共同募金委員会会長　様
	団体・法人（施設）の名称
	

	（ふりがな）

代表者職名と氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	所在地
	（〒　　　－　　　　）

住所

TEL：　　　　　　　　　　　　FAX：

	（ふりがな）

事務担当者氏名・連絡先
	　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：


１．貴会・貴団体の概要

	団体・施設の種類

	□社会福祉協議会　　□高齢者施設・団体　　□身体障害者施設・団体　□知的障害児者施設・団体

□心身障害児者施設　□精神障害児者施設・団体　□児童青年施設・団体　　□一人親家族施設・団体

□女性福祉関係団体　□更生保護施設・団体　□緊急一時保護施設・団体　□NPO・ボランティア団体

□民生児童委員会　　□福祉事業者団体　　　□学校　　　　　　　　　□当事者・家族の会

□住民参加団体　　　□保険・医療関係　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	活動目的

（～を行う団体・施設）
	活動目的

（～を行う団体・施設）

	設立年月日
	設立年月日

	会員数
	団体：
	会員数
	

	
	個人：
	利用者数
	

	共同募金受配履歴

（該当項目に☑して下さい。）
	□以前に共同募金の助成を受けたことがない

□以前に共同募金の助成を受けたことがある

（直近の受配事業実施年度　：　　　　年度実施事業）


２．要望事業
	事業名
	事業

	事業費総額
	円
	助成要望額
	円

	事業の履歴

（該当項目に☑して下さい。）
	□新規事業

□継続事業（共同募金の助成実績有り）

□継続事業（共同募金の助成実績無し）


３．事業の対象者
	だれを対象とする事業ですか。（該当する対象者全てに☑して下さい。）

	高齢者
	□全般　□要介護高齢者　□要支援高齢者　□高齢者世帯　□介護者・家族

	障害児・者
	□全般　□知的障害者　□身体障害者　□精神障害者　□心身障害者

□介護者・家族

	児童
	□乳幼児　□児童　□青少年　□一人親家族　□養護児童　□交通遺児　□家族

	住民
	□全般　□災害等被災者　□低所得者　□長期療養者　□ボランティア
□在日外国人　□更生保護関係者　□ホームレス　□その他（　　　　　　　　　）


４．事業内容
	要望事業の分類（該当する事業に☑して下さい。）

	生活支援
	□日常生活支援　□サロン・療育　□施設・機器整備　□在宅介護者支援

	社会参加
	□福祉教育・学習　□自立就労支援　□研修・交流・イベント　□まちづくり

	総合福祉
	□児童・青少年関係事業　□コーディネート　□ボランティア育成　□生活相談

□情報提供・啓発

	災害関係
	□備品購入　□啓発活動　□研修・交流・イベント

	その他
	□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	具体的事業内容（２００文字以内）

	

	

	

	

	

	

	期待される効果（継続事業の場合は、現在の評価や課題など継続の必要性を踏まえて）

	

	

	

	

	

	


５．事業日程及び実施場所

	実施時期・回数
	令和　　　年　　　月 ～ 令和　　　年　　　月
（　通年　・　短期　）　　　　　回（件）実施

	実施場所・器材設置場所
	


６．助成事業に要する資金計画

	収　入
	金　額（円）
	支出科目
	内　容
	金　額（円）

	共同募金助成配分金
	
	
	
	

	行政補助金
	
	
	
	

	社協補助金
	
	
	
	

	利用者負担金
	
	
	
	

	自己資金
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	収 入 合 計
	
	　支 出 合 計
	


支出科目は下記の事項より当てはめて
記入してください。
	事業関係
	・謝礼 ・保険料 ・施設費、備品借上料 ・入場料 ・使用料 ・資料購入費

・材料等購入費 ・企画、調査、研究費 ・広報費 ・資材作成費 ・設置費

・実費弁償費 ・工賃 ・見舞金品 ・研修費 ・建物増改築費、補修費 ・その他

	車輌関係
	・普通車輌　・福祉車輌　・二輪車　・その他

	備品関係
	・行事用備品費　・事務用備品費　・生活用品費　・授産事業等備品費
・機能回復訓練備品費　・介助用備品費　・スポーツ用備品費

	管理経費
	・送料、通信費　・印刷消耗品費　・旅費、交通費　　・燃料費


※注意事項　食費（会食代など）は認めない（但し、食材費は認めるものとする）。
　　　　　　個人に掛ける保険料は認めない（但し、行事に掛ける保険料は認めるものとする）。

　　　　　　その他、明細が不明な支出は認めない（根拠のない交通費など）。

　　　　　
７．助成明示の方法

※ 助成を受けたことや事業の成果をどのようにして寄付者へ伝えるか予定をお聞かせ下さい。
	助成事業の明示方法（該当する事業に☑して下さい。複数可）

	□決算書に明記　　　□役員会で報告　　□会報、機関紙、広報誌、新聞
□物品購入の場合、受配シール（共同募金会より送付）を貼って明示

□配分金により研修会、交流会等の開催時は、案内文、パンフレット、チラシに明記

□配分金により研修会、交流会等の開催時は、看板、貼り紙等啓示物へ明記

□テレビ、SNS、Facebook　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕


８．添付書類

	
	前年度の事業報告、決算書（期限までに添付出来ない場合：　　月　　日提出予定）

	
	当年度の事業計画、予算書（期限までに添付出来ない場合：　　月　　日提出予定）

	
	見積書のコピー、カタログ等

	
	その他要望事業に関して参考になる資料（前回事業実施時のチラシ、パンフレット等）

	※今回の助成情報について、どこで知りましたか。



※ この用紙に記載されました個人情報は、配分にかかる業務に利用することを目的とし、　　


　 本委員会において適正に管理し、無断で第三者に提供しません。








